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インドネシア国営石油ガス会社との融資及び原油引取契約について 

 

三菱商事は、三井物産株式会社、住友商事株式会社の２商社、及びBNPパリバ、東京三菱銀行、

みずほコーポレート銀行、ING銀行、Calyon銀行の民間銀行５行とともに、インドネシア国営石油

ガス会社(PT Pertamina)との間で、同社のガス田開発プロジェクト向けに総額３億１千万米ドルを

融資する融資契約に調印しました。同時に当社は、PT Pertaminaとの間で同国産原油の長期引

取契約に調印しました。 

融資対象プロジェクトは、Pertamina社が同国南スマトラ島で実施中の重要国策案件たるパガル

デワ・ガス田開発プロジェクトです。本プロジェクトから生産されるガスは、西ジャワ地区の中小産

業向けに供給される予定です。 

リードアレンジャーである当社の他、三井物産及び住友商事が国際協力銀行の支援を受けて２億

１千７百万ドル、BNPパリバをコーディネーターとする、東京三菱銀行、みずほコーポレート銀行、

ING銀行、Calyon銀行が計９千３百万ドルを融資します。 

借入人を米国に設置する信託勘定とし、Pertamina社が販売するインドネシア原油を当社が長期

で引取り、その販売代金を返済原資とするスキームとなります。 

本件の成約によって、当社はインドネシアにおいてファイナンス機能を展開し、併せて日本向けを

中心とした良質な同国産原油の中長期的供給体制を確保した事となります。 

当社は、今後も顧客に対して、ファイナンス及びエネルギービジネスという二つの機能を発揮し、

総合商社としての複合的な価値の提供を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


